
。思想信条は  

県
の
港
を
国
が
軍
事
利
用
す
る
協
定
を
強
要 

「
特
定
利
用
港
湾
」
、
今
議
会
で
白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
分
り
易
く
解
説
す
る
と
、
台
湾
有
事
な
ど
を
想
定
し
、

米
軍
や
自
衛
隊
基
地
に
対
す
る
軍
事
物
資
輸
送
（
兵
站
）
を
含

む
、
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
が
宿
毛
湾
港
、
須
崎
港
、
高
知
港

の
利
用
を
し
や
す
く
す
る
為
に
、
県
民
の
税
金
を
使
っ
て
整
備

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
県
の
港
を
軍
事
利
用
す
る

こ
と
は
、
県
が
高
知
新
港
開
港
に
当
た
り
港
の
「
非
核
平
和
利

用
」
を
県
議
会
と
し
て
全
会
一
致
で
決
め
て
お
り
、
こ
れ
に
反

す
る
事
に
な
り
ま
す
。
ま
し
て
や
、
高
知
港
に
は
世
界
か
ら
ク

ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
て
大
勢
の
観
光
客
が
き
ま
す
。
軍
事
利
用
を

を
進
め
て
国
同
士
の
緊
張
を
高
め
る
の
で
な
く
、
観
光
客
や
経

済
・
文
化
交
流
で
賑
わ
う
県
の
海
の
窓
口
に
す
る
べ
き
で
す
。 

 

県の非核平和港湾が軍事利用されてしまう 

 
 

和
也
の
近
況 

二
月
定
例
議
会
が
、
三
月
二
一
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
党
県
議
団
は
、
令
和
六
年
度
の
県
一
般
会

計
予
算
・
県
国
保
事
業
特
別
会
計
予
算
・
県
部
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
三
つ
の
議

案
に
反
対
し
、
そ
れ
以
外
の
議
案
す
べ
て
に
賛
成

の
立
場
を
取
り
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
で
平
和
な
世
界
を 

県
議
会
に
は
、「
野
球
同
好
会
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
四
国
四
県
で
対
抗
試
合
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
八
年
ぶ
り
の
練
習
参
加
で
す
（
左
の
写
真
）
。

野
球
部
に
は
、
す
べ
て
の
会
派
の
方
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
思
想
・
信
条
は
違
っ
て
も
、
全
員
一
丸

と
な
り
優
勝
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
国
際
社
会
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
様
に
一
丸
と
な

り
、
平
和
な
世
界
を
め
ざ
さ
ね
ば
」
汗
を
か
き
、

筋
肉
痛
を
こ
ら
え
て
考
え
て
い
ま
し
た
。 

自
民
党
が
乗
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
意
見
書 

毎
議
会
、
会
派
か
ら
県
民
の
国
や
行
政
機
関
に
対
す
る
要

望
と
し
て
、
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
も
日
本

共
産
党
が
意
見
書
案
を
各
会
派
に
事
前
に
ま
わ
し
て
、
意
見

調
整
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
の
改
正
に
当
た
り
、
国
内
農
業
の
基
盤
強
化
を
図
る
こ

と
を
求
め
る
」
の
中
身
に
つ
い
て
、
「
農
政
の
抜
本
的
転
換

が
求
め
ら
れ
る
」
を
「
農
政
の
抜
本
的
な
強
化
が
求
め
ら
れ

る
」
に
「
転
換
」
を
「
強
化
」
に
変
え
れ
な
い
か
と
自
民
党

会
派
か
ら
要
望
が
。
し
か
し
、
今
の
日
本
の
農
政
は
こ
れ
ま

で
の
や
り
方
を
転
換
し
な
け
れ
ば
、
食
料
自
給
や
担
い
手
不

足
を
解
決
す
る
事
は
難
し
い
と
拒
否
し
ま
し
た
。 

 

練習前のまだ笑顔も２時間後

には筋肉痛で疲れ顔に 


